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住
井
す
ゑ
と
そ
の
文
学
の
里（
二
十
六
）

　
　

ー
牛
久
沼
の
ほ
と
り
ー

牛
久
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員　
　
　

栗く
り
は
ら原　

功
い
さ
お　

犬
田
卯
と
小
林
多
喜
二
の
農
民
文
学
論

争
　

明
治
６
年（
１
８
７
３
年
）に
太だ
じ
ょ
う
か
ん

政
官

（
薩
長
藩
閥
政
府
）参
議
の
板
垣
退
助
が

職
を
辞
し
て
野や

に
下
り（
民
間
人
に
な

る
こ
と
）、
翌
年
に『
民
撰
議
院
設
立
建

白
書
』
を
提
出
す
る
と
、
政
治
的
な
自

由
民
権
運
動
が
起
こ
っ
た
。
こ
れ
に
参

加
し
た
士
族
、
農
地
地
主
、
知
識
人
ら

は
、
制
定
さ
れ
た
集
会
条
例
、
保
安
条

例
違
反
で
取
り
締
ま
ら
れ
た
。

　

明
治
43
年（
１
９
１
０
年
）に
天
皇
暗

殺
を
企
て
た
と
さ
れ
た
大
逆
事
件（
刑

法
第
73
条
適
用
）
が
起
こ
る
と
そ
の
翌

年
、
新
た
に
特
別
高
等
警
察
、
略
称
特

高
が
警
視
庁
お
よ
び
主
要
府
県
警
察
部

（
の
ち
に
全
府
県
警
察
部
に
設
置
）に
設

置
さ
れ
た
。

　

大
正
11
年（
１
９
２
２
年
）の
天
皇
制

廃
止
、
社
会
主
義
革
命
遂
行
と
共
産
主

義
社
会
建
設
を
綱
領
と
し
た
日
本
共
産

党
結
成
で
、
同
14
年
治
安
維
持
法（
国

体
の
変
革
∧
天
皇
制
廃
止
∨
、
私
有
財

産
制
度
否
認
∧
農
地
解
放
∨
を
目
的
と

す
る
運
動
と
結
社
禁
止
を
定
め
た
）
制

定
、
公
布
と
な
っ
た
。
昭
和
３
年（
１

９
２
８
年
）
に
は
同
法
第
１
条
の
最
高

刑
に
死
刑
を
科
す
改
正
が
あ
り
、
こ
の

年
同
法
適
用
に
よ
る
大
規
模
な
全
国
一

斉
取
り
締
ま
り
が
あ
っ
て
、
共
産
党
関

係
者
４
８
４
人
が
起
訴
さ
れ
た
。

　

一
方
、
昭
和
３
年
に
日
本
共
産
党
を

支
持
す
る
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
連

盟
と
前
衛
芸
術
家
同
盟
が
合
併
し
、
全

日
本
無
産
者
芸
術
連
盟
が
結
成
さ
れ

て
い
た
。（
中
略
）
こ
れ
ら
が
同
６
年
に

日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
連
盟（
略
称

Ｎナ

ッ

プ

Ａ
Ｐ
Ｆ
）に
発
展
し
て
、
機
関
誌『
戦

旗
』を
発
行
、
小
林
多
喜
二（
代
表
作
蟹か
に

工こ
う
せ
ん船
）、
中
野
重
治
ら
を
輩
出
し
て
い

た
。
同
連
盟
は
中
央
委
員
で
、
共
産
党

員
で
も
あ
っ
た
小
林
多
喜
二
ら
が
中

心
に
な
っ
て『
農
民
文
学
研
究
会
』を
設

け
、機
関
誌『
農
民
の
旗
』を
発
行
し
て
、

犬
田
卯
の『
農
民
文
芸
研
究
会
』と
対
決

姿
勢
を
明
ら
か
に
し
た
。
犬
田
は
農
民

文
芸
研
究
会
の
雑
誌『
農
民
』の
昭
和
６

年
６
月
号
に『
ナ
ッ
プ
農
民
文
学
撲
滅

号
』
と
題
す
る
特
と
く
し
ゅ
う
輯
を
組
み
、
茨
木
隆

（
犬
田
卯
）
と
称
し
て『
何
を
か
農
民
文

学
と
言
ふ
？
』を
、
真
船
晃
一
が『
マ
ル

ク
ス
主
義
文
学
の
排
撃
』を
掲
載
。ナ
ッ

プ
派
か
ら
は
、
黒
島
伝
治（
犬
田
の
農

民
文
芸
研
究
会
に
所
属
し
て
い
た
）
が

『
農
民
文
学
の
正
し
き
進
展
の
た
め―

ナ
ッ
プ
派
よ
り
農
民
派
へ
の
駁ば
く
ろ
ん論―

』

な
る
一
文
を
発
表
。
続
い
て『
農
民
文

学
の
た
め
に（
宮
本
顕
治
が
サ
ロ
ン
10

月
号
に
掲
載
）』な
ど
の
論
文
の
発
表
が

あ
っ
た
。
犬
田
は
さ
ら
に
帝
国
大
学
新

聞
紙
上
に『
盲
信
を
棄す

て
よ
、
小
林
多

喜
二
を
駁ば
く

す
』
と
の
反
論
に
出
た
。
こ

れ
ら
は
犬
田
卯
著『
日
本
農
民
文
学
史
』

の
一
節
を
引
用
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
犬
田
の
農
民
文
学
の
理

念
は『
農
民
農
地
農
村
の
解
放
』、
つ
ま

り
は『
農
地
解
放
』で
あ
っ
た
。
こ
の
思

想
は
治
安
維
持
法
に
触
れ
、
雑
誌『
農

民
』
は
昭
和
７
年
か
ら
８
年
に
か
け
て

３
号
た
て
続
け
に
発
売
禁
止
に
な
る
と

同
時
に
、
犬
田
の
身
辺
に
は
特
高
警
察

の
監
視
の
目
が
光
っ
た
。
そ
れ
に
加
え

て
農
民
文
芸
研
究
会
所
属
の
黒
島
伝
治

ら
数
名
が
ナ
ッ
プ
へ
移
り
、
雑
誌『
農

民
』に
原
稿
が
集
ま
ら
な
く
な
っ
て
、
遅

刊
そ
し
て
廃
刊
に
追
い
込
ま
れ
た
。（
住

井
は
発
禁
の
た
び
に
倍
々
に
は
ね
上
が

る
罰
金
を
納
め
る
た
め
、
懸
命
に
童
話

を
書
い
て
出
版
社
に
売
り
歩
い
た
）

犬
田
卯
、
牛
久
へ
の
引
き
揚
げ
を
決
断

―

小
川
芋
銭
の
手
紙
で―

　

犬
田
の
東
京
で
の
生
活
は
限
界
に
達

し
て
い
た
。特
高
警
察
監
視
下
の
生
活
で
、

ナ
ッ
プ
派
と
の
対
決
、
農
民
文
学
活
動

の
行
き
詰
ま
り
、
そ
し
て
持
病
の
喘
息
の

激
し
い
発
作
が
頻
発
し
て
い
た
の
だ
。

　

折
も
折
、
小
川
芋
銭
か
ら
手
紙
が
届

い
た
。そ
の
追
伸
に『
お
ひ
で（
卯
の
妹
）

さ
ん
は
君
が
帰
郷
し
て
田
舎
生
活
を
望

ん
で
い
る
が
ど
う
で
す
』
と
記
さ
れ
て

い
た
。

　

犬
田
一
家
は
卯
の
出
身
地
牛
久
村
に

引
き
揚
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
昭
和
９

年
の
夏
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

�
犬
田
一
家
全
員
の
写
真―

昭
和
８
年
杉

並
の
自
宅
の
庭
で
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